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論 文 内 容 要 旨
序論
ペ クチ ン質 は、 ガ ラ ク ツ ロ ン酸 が α一1、4結合 に よ って高 分子 とな っ た
ポ リガ ラ クツ ロ ン酸 を基 本 骨 格 とす る細 胞 間 中層 の 主成 分 と して植 物 に
普遍 的 な成 分 の 一・つ で あ る。 この ペ ク チ ン質 に は 主 と してガ ラ クツ ロ ン
酸 のC。位 が メ チル エ ス テ ル化 され た ペ クチ ン と、 エ ス テ ル化 され て いな
いペ クチ ン酸 があ る。
細 菌 に お け るペ クチ ン質 分 解 酵素 につ い て の研 究 は1960年代 よ り行 わ
れ 、数 種 類 の酵 素 が 同定 され て いる が1⊃(Fig.1)、当研 究 室 で は これ ま
で にPseudomona8marinalisN6301およびErwiniacarotovoraErを用
いて 、 ペ ク チ ン リアーゼ(PNL)およびペ クチ ン酸 リアー ゼ(PL)につ いて
研 究 さ れ 、特 に旦carotovoraErでは その遺 伝 子(辺旦,2里)につ いて も
明 らか に され て きた 。 しか しなが ら、Pseudomonas属に おけ るペ クチ ン
質分 解 酵 素 の遺 伝子 的研 究 は、 世 界 的 に も これ まで ほ とん ど行 なわ れ て
お らず 、本 博 士 論文 の主 目的 は これ らの点 を 明 らか に す る こ とに あ る。
ペ クチ ン質 分 解酵 素 に関 す る研 究 の背 景 は以 下 の よ うな もの で あ る。
PNLは、DNA合成 阻害 剤 の添 加 に よ り誘導 生 産 さ れ2)、SOS反応 とよ く
似 た機 構 に よ り生産 され る と い う非 常 に興 味深 い酵 素 で あ り、その精 製
お よび性 質 が詳 し く検 討 され 報 告 さ れ た。E.carotovoraにお け る研 究 か
ら、 この酵 素 の誘 導 生 産 に はrecムが必 要 で あ る こ とが知 られ てお り3⊃、
さ らにPNLの遺伝 子(匹 り の ク ロー ン化 お よび 全 塩 基 配 列 の決定 が行 わ
れ た4・5}。しか しなが ら、 この プ ロ モ ー タ ー と考 え られ る領 域 の塩基 配
列 を調 べ て もSOS反応 に特 徴 的 なLexAタンパ ク の結 合 領 域 の共通 配列 が
存 在 せ ず 、細菌 に お け る新 た な遺 伝 子 の発 現調 節 機 構 が 発見 で き るので
は な い か とい う期 待 が 持 た れ た 。最 近 にな って 、RecAによ り発現 が調 節
され て い る遺伝 子 上 に ア クチ ベ ー ター が存 在 して お り、 この アクチベ ー
ター がpn1の 発現 を調 節 して い る こ とが報 告 され た6}。
PLにつ いて も種 々の 細 菌 に お い て酵 素 、遺伝 子 の 両 面 で研 究が行 なわ
れ 報告 され て い るが7}、本 研 究 室 を含 み や は りErwinia属細菌 にお いて
詳 細 に 調 べ られ て い る。 しか し、前述 の とお りPseudomonas属細菌 にお
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い ての ペ クチ ン質 分 解酵 素 の 遺 伝子 レベ ル で の研 究 は ほ とん ど行 なわ れ
て いな か った。
本 研 究 で は・2・marginalisN6301にお け るペ クチ ン質分 解 酵素.にっ い







PNLの精 製 と性 質
pn1のク ロー ン化 と全 塩 基 配 列 の決 定
匹Lの 発 現 に対 す るRecAの必 要性
グ リセ ロー ル を含 む培 地 で 生 育 さ せ た時 に生産 さ れ るPNLならび に
PLの性質
PLの遺伝 子(叫)の クロ ー ン化 と全塩 基 配 列 の 決 定
⊇ecAのク ロー ン化 と全塩 基 配 列 の 決定
第 一 章DNA合 成 阻害 剤 に よ り誘 導 生 産 さ れ るPNLの精製 お よび性 質
本 菌 のPNLは 、DNA合成 阻害 剤 に よ り溶 菌 と とも に培地 中 に誘 導 生産
さ れ る 。Glucose-M9培地 に よ り本 菌 を生育 させ 、 マ イ トマ イ シ ンC(MMC)
に よ りPNLを誘 導 し、溶 菌 が起 こっ た ところ で上 清 を 回収 して粗 酵 素液
と した。
一 連 の カ ラム ク ロマ トグ ラ フ ィ ーに よ りPNLをSDS-PAGE上単一 バ ン ド
まで精 製 した 。(Fig.2)精製 表 をTable1に示 した 。 この酵 素 の 分子量
を推 定 した結 果 がFig.3であ る。 この 結果 よ りそ の分 子量 は 、約34,000
と推 定 され た 。
精 製 され た酵 素 を 用 いて そ の最 適 温 度 を調 べ た(Fig.4-A)。酵 素 の最
適 温 度 は30℃前 後 に あ り、50℃付 近 か ら急 速 に失 活 し 、60℃前後 でほ ぼ
完 全 に失 活 した。
酵 素 の 温度 安 定性 につ い て調 べ た結 果 をFig.4-Bに示 した。各 温度 と
も30分間 まで酵 素 の安 定性 を調 べ た。 そ の結 果 、30℃で は安 定 で あ った
が 、45℃を越 え る と急 速 に失 活 した。
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酵 素 の 最 適pHを 調 べ た 結 果 をFig.5-Aに示 し た 。 そ の 結 果 、pH8が 最
適 で あ っ た 。
酵 素 のpH安 定 性 を 調 べ た 結 果 をFig.5-Bに示 し た 。 そ の 結 果 、pH5-8
付 近 が 安 定 で あ っ た 。
各 種 タ ン パ ク 質 修 飾 試 薬 を 用 い た 結 果 をTable2に 示 し た 。 そ の 結 果
N-Ethylmaleimide、P-Chloromercuriphenylsulfonicacidによ り ほOヨご
完 全 に 酵 素 活 性 が 阻 害 さ れ た 。 こ の こ と は 、 本 酵 素 がSH酵 素 で あ る こ と
を 示 唆 す る も の と考 え ら れ た 。
第二 章pn1の クロー ン化 と全塩 基 配 列 の決 定
pn1の 発 現 調 節 機 構 を 調 べ る た め に 、 まず そ の 遺 伝 子 を 単 離 し そ の 全
塩 基 配 列 を 決 定 し た 。
PNLのN末 端 ア ミ ノ 酸 配 列 を 決 定 し、 これ に 基 づ い て 二 種 の 合 成 オ リ
ゴ ヌ ク レ オ チ ドプ ロ ー ブ を 作 成 し た(Fig.61。No.1およ びNo.2プ ロ ー
ブ を 用 い てPstI消化 し た ク ロ モ ゾ ー ムDNAと ハ イ ブ リダ イ ゼ ー シ ョ ン を
行 っ た 結 果 をTable3に 示 し た 。 この 結 果 か ら 両 プ ロ ー プ に共 通 に 観 察
さ れ た3.8kbのPstI-Ps七1断・片 を ク ロ ー ン化 し た(Fig.7)。この 断 片 の
一 部 の 塩 基 配 列 を 決 定 し た と こ ろ 、 タ ンパ ク よ り決 定 さ れ たN末 端 ア ミ
ノ 酸33個 の 配 列 と一 致 す る領 域 が 見 ら れ た 。 し か し な が ら、 得 られ た約
3.8kbのPstI-Ps七1断片 上 に は 完 全 な 遺 伝 子 が 存 在 し な い こ とが わ か っ
た の で さ ら に ク ロ ー ン化 を 行 っ た 。 そ の 結 果 をFig.8に 示 し た 。 こ の プ
ラ ス ミ ドを 持 っE.coliDH5αは 、 弱 い ペ ク チ ン リア ー ゼ 活 性 を示 した 。
次 に 、 こ の 断 片 の 全 塩 基 配 列 を決 定 した(Fig.9)。EcoRIからSmaI
ま で2160basesであ っ た 。 ポ ジ シ ョ ン515か ら1450まで オ ープ ン リ ー デ
ィ ン グ フ レ ー ム が 存 在 し 、312個 の ア ミ ノ酸 配 列 が 推 定 され 、 そ の 分 子
量 は34,103であ っ た 。1493-1525には 、 ρ依 存 性 の 転 写 終 結 配 列 が 見 ら
れ た 。 ポ ジ シ ョ ン372-389に大 腸 菌 で 解 析 さ れ て い るLexAタンパ ク結 合
部 位 の 共 通 配 列 と一 致 す る 配 列 が 見 ら れ た 。 ポ ジ シ ョ ン347-352、370一
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375の 二 か 所 に 大 腸 菌 の 典 型 的 フ ロ モ ー タ ー構 造 が 見 られ た 。 こ の こ と
よ り、 こ の ペ ク チ ン リ ア ー ゼ 遺 伝 子 の 発 現 調 節 は 、RecA-LexAの典 型 的
SOS反 応 に よ り行 わ れ て い る こ とが 推 定 さ れ た 。
さ ら に 、 至.carotovoraErのPNLとの ア ミ ノ 酸 配 列 の 比 較 を 行 っ た結
果 をFig.10に 示 し た 。 ア ミ ノ 酸 配 列 の 相 同 性 は60.8%で あ っ た 。
さ ら に こ れ ま で に ク ロ ー ン化 さ れ たPNLと 比 較 し た と こ ろ部 分 的 な 相
同 性 が 見 られ た(Fig.11)。
第 三 章pnlの 発現 調 節
第二 章 にお いて 、pn1を ク ロー ン化 した と ころ 、 その 上流域 にLexAタ
ンパ ク質 結 合 領 域 の共 通 配 列 が見 られ 、 この遺 伝 子 の発現 調 節 は これ ま
で に知 られ て いるRecA-LexAによるSOS反応 に よる もの と推 定 され た。
そ こで本 章 で は、本 菌 にお け る本 遺 伝 子 の発 現 調 節 が 、従来 よ り知 られ
て い るSOS反応 に よる か否 か をデ ィ レー シ ョン クロ ー ン を用 いて検討 し
た。
大腸 菌C600(recAつお よびDH5α(recA一)の、各 プ ラス ミ ドを持 っ
た菌 株 に お け るペ ク チ ン リアー ゼ活 性 の結 果 をTable4に示 した。SOS
boxを含 むプ ラス ミ ドを持 っC600系列 にお い て は経 時 的 にPNL活性 が増
加 して い る こ とが観 察 され た 。一 方DH5α系 列 で は、PNL活性 はほ とん
ど検 出 され な か っ た。 また 、C600及びDH5α とも にMMCを加 えず に3な
い し6時 間 培 養 した場 合 に は 、 いず れ もPNL活性 が 見 られ なか った。 以
上 の結 果 よ り、 本遺 伝 子 の発 現 調 節 にお い て はLexAによ る発現 の抑 制 と
RecAによる発 現 の誘 導 が必 要 で あ る こ とが 強 く示 唆 され た。
次 に 、本 菌 に お いてRecA一株 の作 製 を試 み た。 得 られ た変異 株 が 目的
とす るRecA一で あ る こ とを証 明 す る には 、UVおよび メチ ル メ タ ンスル ホ
ン酸 伽MS)に対 す る感 受 性 の上 昇 等 を確 認 す る方 法 が あ るが 、 さ ら に
recAをプ ロー ブ と したハ イ ブ リダ イゼ ー シ ョンで も確 認 した。
変 異 株 の 取得 は 、 トラ ンス ポ ソ ンTn5を用 いて 行 ない 、recA一変 異株
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と思 わ れ る一 株 を 取 得 し た の で そ の 解 析 を 行 な っ た 。 そ のUV感受 性 、MMS
感 受 性 をFig.12に 示 し た 。
recAは、 以 下 の 方 法 で ク ロ ー ン化 し た 。
ク ロ モ ゾ ー ムDNAをSau3AIで部 分 分 解 し約4kb以 上 の 断 片 を抽 出 し て 、
プ ラ ス ミ ドベ ク タ ーpUC118のBa耐1部位 に つ な ぎ 、 コ ン ピ テ ン トセ ル の
HB101を形 質 転 換 し た 。 得 ら れ た ク ロ ー ン は 、 レ プ リ カ し てUV(254nm、
20J/m2)によ り生 育 す る も の を 選 択 し た 。
約4,000個 の ク ロー ン よ り1個 の 約6kbの 断 片 を 持 っ た紫 外 線 耐 性 ク
ロ ー ン を 得 た 。 こ れ を サ ブ ク ロ ー ニ ン グ し て 約1.9kbの 断 片 を 得 た
(Fig.13)。さ ら に 、 そ の 塩 基 配 列 を 決 定 し た(Fig.14)。
そ の 結 果 、1、056bp、ア ミ ノ 酸 に して352個 の オ ー プ ン リー デ ィ ン グ
フ レ ー ム が 見 られ た 。 ま た 、 こ れ ま で に 報 告 さ れ て い る 近 縁 株 で あ る 、
P.fluorescensのrecAと比 較 し た と こ ろ 、 塩 基 配 列 で94.3%ア ミ ノ酸 配
列 で99.7%の 相 同性 が 見 られ た 。
トラ ン ス ポ ソ ン に よ り得 ら れ たUV感 受 性 変 異 株 に 対 し て 、堕 塾 を プ ロ
ー ブ と し た サ ザ ン ハ イ ブ リ ダ イ ゼ ー シ ョ ン を 行 な っ た(Fig.15)。 親 株
(P)、 変 異 株(M)と も 同 じ パ タ ー ン を 示 し た の で 、 得 られ た 変 異 株 は
recパ 変 異 株 で は な い と思 わ れ た 。 現 在 さ ら に 検 索 中 で あ る 。
第四章 グリセロール存在下におけるペクチン質分解酵素の生産および
その精製
前 章 ま で に本菌 のMMC処理 に よ るPNLの酵 素 学 的 、遺 伝 子 的解 析 を行
っ て き たが 、本章 にお い て は グ リセ ロー ル に よ るPNL,PLの生 産 お よび精
製 につ いて 検討 した。
本 菌 を1.5%グリセ ロー ル 、0.7%カザ ミノ酸 を含 む無 機 培地 に よ り約3
日間培 養 し、遠 心 除 菌 後 限外 ろ過 機 で あ る ミ リポ ア社 の ミニ タ ンで約10
倍 に濃 縮 した後 、10mMのリン酸 バ ッフ ァー に対 して 透 析 した もの を粗 酵
素 標 品 と した。 これ を第 一 章 のPNLとほ ぼ 同様 の方 法 で精製 した。
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グ リセ ロー ル を含 む培 地 に よるPNLお よびPLの生産 につ い てFig.16
に示 した。対 照 として グル コー ス を含 む培 地 にお い て の両 酵素 の生 産 を
示 した 。
PNLは、 グ リ'セロー ルの 場 合 の方 が 、 グ ル コー ス に比 べて約4倍 、PL
は約12倍の生 産 が観 察 され た。
次 に 、PNLの精製 をTable5に示 した。
さ らに、PLの精製 をTable6に示 した。
また 、』今 回精 製 したPLのsDs-PAGEの結果 をFig.17に示 した。
次 に 、 グ リセ ロー ル に よ り誘 導生 産 され たPNLが、 蘭MCによ り誘導 生
産 され たPNLと同一 の もの か 、 そ れ とも異 な っ た新 規 の もの なのか を検
討 した結 果 をFig.18に示 した。 このSDS-PAGEの結 果 か らは 、両酵素 の
分 子 量 は一致 した。前 述 の 各 種 クロ マ トグ ラ フ ィー の 結 果 を総 合す る と
両 酵 素 は 同一 の遺伝 子 に よ り生 産 され て い る と推 定 され た。
今 後 さ らに 、抗 体 を用い て 検 討 す る必 要 が あ る 。
第 五 章pe1の ク ロ ー ン 化
第 四章 で精 製 したPLのNH、末 端 ア ミノ酸配 列 か ら、 合 成 オ リゴヌ ク レ
オ チ ドブ ローブ を作 成 した(Fig.19)。コ ロニー ハイ ブ リダイ ゼー シ ョ
ンに よ り、約1,300個の 形 質転 換 体 か ら2個 の約7.5kb断片 を含む クロ
ー ンを得 た 。 さ らにサ ブ ク ロー ニ ン グ に よ り約2kbのSa11-Sa11断片上
に 、 目的 の配 列 と思 わ れ る領域 が存 在 した 。続 いて 、全 塩 基 配列 を決 定
した。 デ ィ レー シ ョン ク ロー ンの方 向 お よび配 列 の 決定 領 域 をFig。20に
pe1の全塩 基 配列 をFig.21に示 し た。
塩 基配 列 は1858bpにつ い て決 定 し た。517-1657にオ ー ブ ン リー デ ィン
グ フ レー ムが 見 られ 、380個 の ア ミノ酸 、分 子 量40、811と推定 され た。
N末 端 に は先 に精 製 した タ ンパ ク質 よ り決 定 され た22個の ア ミノ酸 配列
と完全 に一 致 す る配 列 が 見 られ た。 また 、そ のN末 端 に は29個の典 型 的
シグ ナ ルペ プ チ ドと思 わ れ る配 列 が 見 られ た。 ク リセ ロー ル を含 む培 地
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で 本 菌 を 培 養 す る と、 培 地 中 にPLが分 泌 さ れ る こ と よ りalanylalanine
の と こ ろ で シ グ ナ ル ペ プ チ ダ ー ゼ に よ り切 断 さ れ て 成 熟 タ ン パ ク と して
分 泌 さ れ る も の と推 定 さ れ た 。
次 に 、5'上 流 領 域 に つ い て 検 討 した 。 開 始 コ ドン の 上 流(502-505)に
SD(Shine-Dalgarno)と思 わ れ る配 列 が 見 られ た 。 そ の 上 流 の375-380に
は 一35、398-403には 一10と 思 わ れ る大 腸 菌 の σ70様の プ ロ モ ー タ ー 配
列 が 存 在 し て い た 。 こ の 下 流 の410-434と460-484の2個所 にinverted
repeat構造 が 見 ら れ た 。 こ の う ち 、 よ り下 流 に 存 在 す る460-500の
invertedrepeat構造 を 含 む 領 域 は 、Fig.22-Aに 示 す と お り本 菌 の
pn1の 上 流 の 塩 基 配 列 と よ く似 た 配 列 を 有 して い た 。
よ っ て 、 こ の 領 域 に は 亟,匹1の 両 遺 伝 子 の 発 現 調 節 上 、 共 通 も し く
は 類 似 のDNA結 合 タ ン パ ク が 関 与 す る の で は な い か と推 測 さ れ た 。 さ ら
に 、 ア ミ ノ 酸 配 列 上 で も本 菌 のPNLと 比 較 した 結 果 をFig.22-Bに示 し
た 。 こ こ に 良 く似 た 配 列 を 示 し た が 、 これ ら の 領 域 は 他 の 細 菌 に お け る
PNL,PLに お い て も 良 く保 存 さ れ て い る 。 本 酵 素 の ア ミ ノ 酸 配 列 上 で の
他 の 細 菌 のPLと の 相 同 性 は い ず れ に お い て も20%以 下 と低 く、 こ の こ と
よ り こ れ ら の 良 く保 存 さ れ た 領 域 が 、PLの 活 性 も し くは 基 質 との 結 合 に
関 与 し て い る の で は な い か と い う推 測 も な さ れ た 。
最 後 に 、E.coliにお け るpelの 発 現 に つ い て 検 討 し た(Table7)。
さ き に 得 ら れ た 約7.5kb断 片 を 含 む プ ラ ス ミ ド(pPPL1)と、 サ ブ ク ロ ー
ニ ン グ 後 の 約2kb断 片 を 含 む プ ラ ス ミ ド(pPPL101)を用 い た 。
pPPL1,pPPL101とも に 培 養 上 清 に少 量 のPL活 性 が 見 られ た が 、 こ れ は
分 泌 に よ る もの で は な く リー ク し た もの と思 わ れ た 。 ま た 、pPPL101の
活 性 がpPPL1の 約3倍 検 出 さ れ た が これ は余 分 な 遺 伝 子 が 除 去 さ れ 、PL
の 生 産 が よ り有 利 に 行 わ れ た た め と考 え ら れ た 。
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結 論
本 研 究 に お い て は 、 ま ずR.marginalisN6301の培 地 に 、MMCを 添 加 し
てPNLを 生 産 さ せ 、 精 製 し 、 そ の 性 質 を 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 分 子 量 約
34,000、最 適 温 度 約30℃ 、 最 適pH約8.5で 、各 種 の タ ン パ ク 修 飾 試 薬 に
よ る 反 応 か らSH酵素 で あ る こ とが 推 定 さ れ た 。
次 に 、pn1を ク ロ ー ン化 し た 。936bpの オ ー プ ン リー デ ィ ン グ フ レー
ム が 存 在 し 、312個 の ア ミ ノ 酸 配 列 が 推 定 さ れ 、 そ の 分 子 量 は34,103で
あ っ た 。 こ の プ ロ モ ー タ ー 領 域 に は 、 大 腸 菌 で 解 析 さ れ て い るLexAタン
パ ク 結 合 部 位 の 共 通 配 列 が 見 られ た 。 さ ら に こ の 遺 伝 子 の 大 腸 菌 に お け
る 発 現 に は 、recAを必 要 と し た 。 こ れ ら の こ と よ り、P』arginalis
N6301のpnlは 、 典 型 的 なRecA-LexAによ り発 現 が 調 節 さ れ て い る と推
定 さ れ た 。
トラ ン ス ポ ゾ ンTn5を 用 い た 、P.marginalisN6301のrecAρ変 異 株 の
取 得 の 試 み は 成 功 に 至 ら な か っ た が 、 この 過 程 で 本 菌 のrecAのク ロ ー ン
化 お よ び 全 塩 基 配 列 の 決 定 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 本 菌 とP.fluorescens
のrecAの塩 基 配 列 が 、 非 常 に 高 い 相 同 性 を 持 っ こ と が 明 らか とな っ た 。
こ の こ とは 、 両 菌 の 分 類 学 的 相 同 性 を 裏 付 け る知 見 で あ る と思 わ れ る 。
さ ら に 、P.marginalisN6301をグ リセ ロ ー ル 存 在 下 で 培 養 してPNLを
生 産 さ せ た 。 こ のPNLを 精 製 し 、MMC存 在 下 で 生 産 さ れ たPNLと 比 較 し
た と こ ろ 、 精 製 に お け る 各 種 ク ロ マ トグ ラ フ ィ ー が 同 一 で あ る こ と 、
SDS-PAGE上分 子 量 が 一 致 し た こ とか ら 、 こ れ ら のPNLは 同一 の タ ン パ ク
で あ り、 同 一 の 遺 伝 子 か ら生 産 さ れ て い る と推 定 さ れ た 。
最 後 に 、P.marginalisN6301の生 産 す るPLを精 製 し、 そ の 遺 伝 子 を ク
ロ ー ン 化 し 、 全 塩 基 配 列 を 決 定 し た 。 そ の 結 果 、PLは 典 型 的 な シ グ ナ ル
ペ プ チ ドを 持 ち 、 こ れ に よ り分 泌 生 産 さ れ て い る こ と が 推 定 さ れ た 。 ま
た 、pe1とpnlを 比 較 し た と こ ろ15曹上 流 域 に 非 常 に 高 い相 同性 が 見 ら
れ 、 共 通 の 発 現 調 節 タ ンパ ク が 存 在 す る 可 能 性 が 考 え られ た 。
以 上 の よ う に 、 本 砺 究 に お い て はP.marginalisN6301の生 産 す る ペ ク
チ ン 質 分 解 酵 素 の 精 製 、 性 質 の 検 討 を 行 い 、 さ ら に そ れ らの 遺 伝 子 を ク
ロ ー ン 化 し 、 全 塩 基 配 列 を 決 定 し て 、 詳 細 に 検 討 を 加 え た 。
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細 菌 の ペ ク チ ン リ ア ー ゼ 遺 伝 子
二 階 堂 直 樹 、 大 西 廣 喜 、 神 尾 好 是 、 伊 崎 和 夫
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protein units activity Fold
(mg) (x10一') (凱it/㎎)
.
Crudepreparation 27.8 1390 50 ユ
CM-cellulose o.zi 930 4428 88.6
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論 文 審 査 の 要 旨
本論文 は軟腐病菌 の一種PseudomonasmarginalisN6301を用 いて,植 物病原性 と関係深いペ ク
チン質分解酵素 について,酵 素学的,分 子遺伝学的 に検討,そ の性質を解 明 したものである。
まずDNA合 成 阻害剤に よ り誘導生産 され るペ クチ ン リアーゼを単一 タンパ クとして精製 した。
分子量は約34,000,最適pH8,最 適温度約30℃,pH5～8,30℃ 以下で安定 であ り,阻害剤の
効果か らSH酵 素で あると推定 した。 ついでこの酵素のN末 端ア ミノ酸配列か ら合成オ リゴ ヌク
レオチ ドを作成 し,こ の プローブを用 いて,Pstl消化 した クロモ ゾームDNAと ハイブ リダィゼー
シ ョンを行い,遺 伝 子の一部 を含む3,8KbのPstI-Pstl断片を クローン化 した。つ いでその遺伝
子の一部 をプ ローブと し,完 全な遺伝 子をク ローン化 し,ジ デオキ シ法 に よ り遺伝子の全塩 基配
列を決定 した。遺伝 子は936bp,タンパ ク質 は312アミノ酸残基 よ りな ることを明 らか に した。構
造遺伝子 の上流には大腸菌で解析 され ているLexAタ ンパ ク結合部位 の共通配列 と一致す る配列
がある ことを 明らかに した。次 に,大 腸菌C600(recAつお よびDH5。(recA一)の,SOS-Boxを
含 む及 び含 まない プラス ミ ドを も った菌 株 にお け るペ クチ ン リアーゼ活 性 を調 べた ところ,
SOSboxを含む フ。ラス ミ ドC600株においてのみペ クチ ン リアーゼの活性が見 られた ことか ら,ペ
クチ ンリアーゼの調節においてはLexAに よる発現 の抑制 とRecAに よる発現の誘導が必要 であ
る ことが強 く示唆 された。ペ クチ ンリアーゼは グ リセ ロールを炭素源 として培養 しても生成 され
るヒ
るので,こ の条 件で生成す る酵素 を精製 し,マ イ トマイ シンC処 理 した酵素 と比較 した結果,精
製 におけ る各種 クロマ トグ ラフ ィーが 同一であ ること,SDS-PAGE上分子量が一致す ることか
ら同一 タンパ クであ り,同 一 の遺伝子か ら生産 され ている と推定 した。最後に グ リセ ロール培地
で多量に生産 されるペクチ ン酸 リアーゼを単一 タンパ クとして精製 した。ついでN一 末端 ア ミノ
酸配列 よ り合成 オ リゴヌク レオチ ドを作製 し,こ のプ ローブを使 ってペ クチ ン酸 リアーゼ遺伝子
をク ローン化 し,全 塩基配列 を決定 した。遺伝 子は1140bp,タンパ ク質 は380個のア ミノ酸 よ り
な り,29個のシグナルペ プチ ドと思われ る配列 が見 られ た。 ペ クチ ン リア ーゼ とペ クチ ソ酸 リ
アーゼの両遺伝子 の5'上 流域に非常 に高 い相 同性が見 られ,共 通の発現調節 タ ンパ クの存在す
る可能性を推定 した。
以上 の ように,本 論文は今 まで殆 ど研究 されなか った軟腐病 菌Pseudomonasmarginalisのペ ク
チ ン リアーゼ,ペ クチン酸 リアーゼについて酵素学的解明を行い,更 に,そ の遺伝子の構造,発
現制御機構 につ いて解明をお こな った もの で,細 菌のペ クチ ン質分解酵素について新知見を加 え
ると思われ,審 査員一同は著者に博士(農 学)の 学位を授与 するに値す るもの と判定 した。
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